
土 壌 の 易 耕 性

九州農業試験場 木 下 彰

1． 易 耕 性 の 定 義

”易耕 性 〟 とい う語 が 日本 で は じめ て用 ぃ られた のは， 野 口爾盲 ・ 福 田仁 志訳 ：乙． D ．ベ ー

パー，土壌物理学 ，昭和 5 0 年 8 凡 朝倉書店（ L ． D ．3 A V E R ：S O i l p b y 如 o s ， 1 9

4 8 ） に ぉ ぃ て ， S O i l 七i l 七血 の 訳 語 と して で あ る。

藤原彰夫 らは1良 書「 ラッセル亀 土壌条件 と植物生育 」で ，S 。i l 七i l 仙 の訳語 として

〝士 ル を採 用 して ぃ るが， 以 下 に述 べ る エ うに S O i l 七i l 七b の 定 義 ．内容 を適 切 に発 現 す

る点 におぃ て， 易耕 性 の ほ うが好 ま しい よ う把思 われ る。

以 ‾㌔ 易耕 性 を S O i l 七ま1 七b の 同意語 と して論 をす ゝめ る。

R u s s e l 1 2）に 上れば，易桝性は アイマ化 晩 念であるが， これには二つの因子 翰 んでぃ

ると して ぃ る。① 耕 転 の粗 密（ C O a r 占e コe 8 8 a コd  f土コe工I e S S）：粒団の粒径別分布と

関鼠 ② 群 舞 の熱否（ M e l l o甘コe S S  aコ d  r訂町コe S 8）：水分の多少に関連，の二つと考

えた。

また， 好ま しh 易 耕 性 を うる ため 把は， つ ぎの土 壌 の性 質 が重要 で あ る と して い る。

（a） 孔 隙の連続性 ： 過剰水の急速 な下層へ の移動， C Cb ガス の急速 な大気への拡散。

（b） 孔 隙の安定性

（G） 孔 隙 の質 と量 ： 干 バ ツに対 して保 水 し， しか も植 物 に供 給 しやナ h 水 を もつ孔 隙 を多 く

も つ こ と 。

（d） 表 層 士 の粒 団性（ C r n m b l y ）： 粒 団 の大 きさが風 に とば され なぃ 程度 に大 き く，発 芽

に上い ように 小 さ く， 湿 つ た 時に粘着 せ ♯，農 具 を便つ た時 に連結 しをh こ と。

B a，e r 5㌔ 上れば，易耕性欄 物生育欄 係する士齢 桝 的条件である，と定義細 る。

この定義のなかには，植物生 育に対ナる好適 な物理的環境 としての土壌の質 を決定す るすべての

土壌条件を含んでぃる。 この物理的条件の大部分 仏 土 域の構造関係 によつて占め られてぃる。

適度な通気 十分 な水分，降雨の速や かを浸入 はエい易新任め関数 とをるが， しか し易耕性は

単に構 造 だ け の関係 で を く， コン シス テ ン シー の ある相 を含 んで ぃ る。

構 造 か らみ た よい 易耕 性士 犠牲． コン シス テ ン シー で も表 わす ことが で きる。 た とえ ば，構 造

からみ た よ ぃ 土 壌 牲， もろ くて 扱 ぃ や ナ h が． この よ うな F r i a ヒi l i 七y は コ ン シ ス テ ン シ ー
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の主賓 な部 分 で ある。

したがつて，易餅 陸は土現 のコンシステンシーの－「 定範囲内に表われ る購造的性質 に基礎 を卦

いて定義 され，結局 其 の易新任はコンシステ ンシーの好適範囲内 のある禰造的条件 に関連 して

い る もの で あ る とみ るべ きで あ る ；易耕 性 吼 本来 植 物生 育 を基 に して定 義 され るが， 土 壌 の面

か らは ”耕 しや サh 〟 ことカヱ基 にを る。 をお， 易 耕性 は動 的 を士 囁 ∴’、件 で あ る。

L y O コ a n d B u 紙 皿a コ 4） 把エつて も3 a v e r と同 じく一易耕性は棺触 育欄 係 する

士魂 の物理 的条件 で ある。 と定 義 書れ てぃ る。 関与 ナ る因子 と して 吼 構 造 、と くに粒 団イヒ畳

（ G r a 一刀u l a 七土0 コ） が重 要 で， ま た土 曜 水分 も大 きを因 子 と して働 くと して ぃ る。

米田 5も 上れば，易新郎 つ ぎの二 つの内容 を含んでぃ るとみて いる。

① 作物生育の培地 として の士囁 の物郡 勺環境お もに士機構造 に関連

⑨ 新家 の難易を規定す る土壌 の物部 勺性質 おもにコンシステ ンシーに関連

この見地 上 れ 易耕 性 の判定 は出 席 造 ， コソ シス テ ン シー の両 面 よ力行 な うが よぃ として，

つぎの項 目の測 定 を採 用 してぃ る。

？・ 士 墳椿造 につぃて

1 1） 土壌懸ふ虫液 の安定度，水中沈鐘容積

2） 分散慶

5） 粒団化変，粒団安定度

4）透水度

2・ 士 匂 の コ ン シス テ ン シー につh て

1） 針入鹿

2） 圧砕慶

5） 固糖度，連結嵐 剛性率

4） 可そ性限界

5） 液性限界

軸 占も易桝郎 つぃての見解をとくに札 てい帥 れ 士鯛 道順 ナる論説に帥 嘲 随

的に述 べ てぃ る ところ に よる と，易耕 性 を士 鞋耕 作 に関 連 ナ る性 質 と して 解釈 し， そ の判定 頃 日

として，可そ性，粘着粗 針入鹿 砕易也 セン断強度 を どをあげている。

しした がつ て・ 易 耕 性 を出 芸 甲耕作 に対 す る性 質 と してのみ と カ上 抗 准 生 に対 す る士屯 の物 理

的条 件 を含 め てぃ をい 0 植 生に関連 す る もの と して二地 膚 造 を畳 祝 し この うち植 生 に探 h 関係

のあ る性 質 と して は．（宝林 造 の安定嵐 ㊤ 構 造 の孔擦 性 をあげて い る。
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アメリカ土壌学会7㌔ 採択紬 たS。i l 七i l 他 の解釈（ 定義 ）仏 具体抑 示紬 てぃも

すなわち 易耕性は「 耕転作業 に対する応答（R e 5 p O n 8 e ）お よび根 の買入に対 する機械的抵

抗に関係 す る土壌 の物理 的条 件で ある 」 と してぃ る。 これ に よれ ば， h 凛 まで述 べ た R u s s e

叫1 戸 a V e ち L y O コ ら， 米 田を どの採用 して い る「 植 物生 育 に関連 す る・‥ ‥・」を「 根 の貫 入

把対 す る機械 的抵抗 」 と具 体 的に示 して， 狭 い意 床 と して ぃ る こ とが異 なつ てぃ る。

抜 上の 上うに，易耕性 の定義 と して， 一般 的には「 相物生育 に閑適す る土壌の物理的条件であ

る」 とす るのは 妥当 で あ る と思 われ るが， 学 術 語 と して はさ らに具 体 的 に 内容 を明 示 す る こ とが

I

望ま れ るが， 現 在 の と ころ 困 難で あるので， ア イマ イを概念 と して用 ぃ ざる をえ ない。

一般的について， 良ぃ土敏 ．悪h 土壌 とぃ うば あいに，養分 の遵否・供給力の見地か らは肥済

度（ 性 ）（ F e r 七i l i もy ） 物理 的条 件 の見 地 か らは易 耕性 （ S O 土1 七i ユセム）が対比 で きる語

と して用 ぃ られ る エ う に 思 わ れ る 。

2． 易 桝 性 の 判 定 尺 度

易耕 性 を植 物 生育 に 関連 した土域 の物理 的 条件 であ る と した ば あh ， そ のな か には多 くの内容

を含 ん でい る。 易耕 性 の判定 尺 度 を歴 史 的に み る と， 武 一 1 に示 す とか 少で あ る。

武一 1． 易耕 性 の 判 定 尺 度

孔隙畳

H e コ 1 工】 1 9 5 d 圧入力（F Or o e Of
p e コ e 七 r a t l o 工】）
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毛管孔隙 と非毛管孔隙 とが 1っ

ずつが 上h 。非毛管孔隙が

1 口頭以下は不可。

提　 案　 者 年 代 判　 定　 尺　 度 内　　　　　 容

D o y a r e 工】k o

、 Ⅶ e b r

K V a S n 土k o v

K e 8 コ 0 七 a l

1 9 2 4

1 9 2 4

1 9 2 8

1 9 5 0

C r n m 七I C l o d の 粒 径 別

分 布

A セセe r b （〉r g （コ0 Ⅰ］8 i s

ー セe コQ y C O コ8 サ左コセ

C r 11皿 q o l o d の粒 径 別

分・布

C l o d の粒 径 別 分 布

粒 径 1 ～ 5 m m が植 生 に 好 適

風 乾 慶 の 飾 別

K r a 118 e 1 9 5 1 C l o d の粒 径 別 分 布 ベ ン ゼ ン 中 で 飾 別

S O k o l ov 8 k y 1 9 5 5 1 粒 団 化 量 2 ～ 5 皿 m 粒 団 が 相 生 に よい



Y o 加 r い
9 5 7 1 非毛管孔隙量

s 。Ot セ一山 まr∃1 95 8

R i く） h a r 且 S 1 9 4 1

ヲ：；言。 £ ；ニ；三い 9 4 2

8 av  e  r

米田

農林水産技術会議

． 8 ）

喜田

1 9 4 8

1 9 d ロ

1 9 d  O

1 9 占 5

粒団化畳に関連

圧縮性（ C Om p r e S S－

i b i l i もy ）

圧入力

圧入力

粒団化量

孔際量

土壌構造 ，コンシス

テンシーの全般

桝舞 の難易

土地 の乾湿

可そ性，粘着性 ，砕易性 ，

i 封入凰 セン断強度

棉の播種鼠 ビー トの発 育 上少

実証

圧縮畳は L O O S e n e ぶSの程度

を示 す。

P e コ 白も r o m ∈七 e r に よ カ 測 定

P e コ e 七 r o m e 七e r 把 ユ タ測 定

圧入力 は二土壌水分による変動大

粒団は乾珊 山 水中卦よぴ

ベ ンゼ ン 中飾別（ 後 二 者 よ少易

耕性 の安定度判定 ）

孔隙 は孔径 を考慮． P F l・ 5 ′－

2．ロで非 毛管 孔 隙 を分 け る。

衣 － 1．を通 覧 して わか る よ うに， 易耕 性 の判 定 尺度 と して は， コ ン システ ンシー に関 する もの

と構 造 に関 ナ る もの とに分 け られ る。 これ を一 覧裁 として表 － 2・に示 した。

衣 － 2． 易 耕 性 判 定 尺 庭 の 一 覧

ア

圧

圧

＝！

〔睦〕 カ ツ コの数 は採用 者 の数

判 定尺 度 と しては，単 純 化 してぃ こ うとす る傾 向 が うかが われ る。 しか し． 各 研 究者 が提 案 し

てい る尺度 が， 易桝 性 を適 確 に示 サ には不十 分で あ る ように思 われ る。 ；交ぜ を ら拭 易 耕 性 それ

－ 1（；－

コンシステンシーに関するもの T　 構 造 に 関 す る もの

ツターベルクの極致 （ 1 ） 粒団の粒径別分布 （8 ）

入 力 （5 ）

縮 性 （1 ）

ソシステンシーの性質全般 （2 ）

孔隙の質と畳 （4 ）



自偽 アイ マ イな表 現 で あ カ， しか もそ の意味 す る内容 に ぉぃ て． 士敏 の 物理性 一般 とほ とん ど

同じで あ るか ら， そ の判足 にケも 物 理性 の全 般 に わた る各 々 の性 質 を測 定 す る必要 が ある と思 わ

れる。 とはぃん 各々の性質の相互には関連性 があるのて 一つ の性質 よ少綜合判定の可能 性は

存在 す る0 各 々 の性 質 の易耕 性 に おけ る役 蕃山 さ らに性質 相互 の関 連 性が 明 らか に され た の ち略

よ カ単純 化 され た判定 尺度 が きめ られ るべ き と思 われ る。

本誌にかぃて も，士現 の物理性測定法の特 集号を 2 回（ 牙 2 号．升 1 1 ． 1 2 合併号 ）卦こな

つて卦 カ，測 定 法 自体 が研 究 段階 に ある現 状で ある。

5． コ ソ レ ス テ ン シ ー か ら み た 易 耕 佐

山 中 9㌔ミぃ うご と く．土 壌 の物理 性 の研 那 かぃて 吼 土 壌 をm a 七。r 土a l と して扱 う こ とと

現地 の動 的 別 犬態 を生 産 と関連 させ て取 力扱 う ことが， 重要 な使 命 で あ る と考 え られ るが， 易耕

性の ば あ h には と くに この ことが強調 され る。

コ ン シス テ ンシー は 皿a t e r i a l としての土 壌 の力 学的 な面 に関 連 がつ よ く， 士魂 億 造 は作 物

生育 と の 関 係 が 大 き ぃ もの とみ る こ とが で き る 。

コンシステ ンシー と構 造 との関係 吼 須藤 1の が指凱 てぃることく，土壌 学専攻者は軸 工

学に不得意で あ少，逆に土木工学専攻者は土壌 学的手法把不夜れで あるために，関連 づけた研究

成績 が少をl（ 。

土壌 のこツ システンシーは耕作関係 に密接に関連する鶴 農作業 の具体的を問題 として， つぎ

の項 目が あ げ られ よ う。

（1） 播 種 床 の 整 備

（2）農 機 具 の 扱 い や ナ さ

（3） 中・ 大 型 機 械 導 入 の 可 否

（4） 桝転作業 と二土項 構痘の生成 ．破壊

さ て・ コ ン シス テ ン シ ーの意味 （定 義 ）につ ぃてふ れ てみ る と， E ． C ． B しコg b a m は「 コ

ン システ ン シー と吼 形 を永久 把変化 し上 うとす るのに抵 抗 す る性質 で． 流動 と力 との関 係 で定

義で きる」としている0 10） 安富 11）は「 コンシステンシーは，士域 の変形過郡 抑 る力学

的抵抗の大 き甚を示 す概念 である」としてぃ る。実際上で吼 コンシステンシー吼 耕家作菓に

おけ る土 壌 の抵 抗 の大 きさ と してみ る ことが で きるわけ で あるが． どの ようを性質 を，芭浄 よ．亨な
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条件 で測 定 す れば よぃ か． ま た易桝 性 との関連 が十分 明 か に 言れ て ぃ なぃo

な 軌 B a V e r 1 5）は J ． C ． R 弘S S e l l の所 説 を採用 して， コ ンシス テ ン シ ー わ ぎの よ

う把定 義 して h る。 す な わ ち，「 種 々 の水分含 量 で，土 壌 に作 用 す る凝 集 か ょび付着 に関係 を も

つ物理的 を力 を表 わす ものであつて，それには三つの事項 が含まれている。①重九 圧九 衝撃

圧縮 ， 卦 よび牽 引 に対 す る作風 ⑳ 他 の物体・ 物質 に付着 し よ うとす る傾 向，④ 手 ざ わ カに よる

感覚 ． を どで ある。 」

コン シス テ ン シーは土 壌 水分含 量 に よつて主動 的 に変動 す るが， これ に基 ぃて A セセQ r 打e ナ、官

15）は 4 つの基本型 を提示 した。

（ 1 ） S 七 i c k γ

（ 2 ） P l a s 七 i c

（3 ） s o f 七

（ 4） H a r S b

c o コS I S もe コC y （ 粘着 ， 付着 を示 す ）

〝 （ 粘 ゎが 参 力成 型 で き る ）

〝 （ も ろ さ を 示 す ）

〟 （ 剛 性 を 示 す ）

ま た， ア ッ クーベ ル グは二増 水分 合畳 把 よる変 化 限界 を示 して い るが ， この限界 は土 囁 を加工

成型 して測 定 して いる ので． 作物 生産 におけ る場 と して の土 壌 が 自然 状態 の構 造 で あ る こ とを考

えれ ば， 易桝 性 との関 係 を適 確 犠 わす こ とは で きな ぃ と思 われ る。

表 － 5 にア ック ーベ ル ク限 界 と易耕 性 の尺 度 の性質 との関 係 を対比 す る こ とを試 み た。

表 － 5 ア ッ ク ー ベ ル ク 限 界 と易 耕 性 の 尺 度

アックーベル ク限界（億 数 ）は外力 に対ナ る土壌の応答の基本的を性格 を裁 わすのには有効 で

あるが， 易耕 性 の判定 尺 度 と しては不 十 分で ある と思 われ る。
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アックーベルク限界 水分
r ‘硬 … 犬態 関連する易耕性の尺度

耕 作 関 係 植 生 関 係

液　 性　 限　 界 多 歓， 液体 的 支持力 （水田）

そ
粘 着 限 界

そ 性限 界

／＼

中，弾性体的

圧入力 （針入力 ） 根の伸長 ・発育

性

領

域

粘着粗

地耐力，

砕易性

可そ性

（水軋　 畑 ）

凝 集 限 界

（収縮 ）

少 硬，固体的 セン断抵抗 根 の伸 長



易桝 性 の判 定 尺度 の う ちで コ ン システ ン シー に含 ま れ る性 質 の項 目は， わが 国の 農地 の土 壌 条

件の特 殊性 す濠わち，水 田（ 湿 凪 半湿凪 乾 田の落水・ 湛水の管理 ），火 山灰士を どに適応

した独 自の もの と して 設定 す る必要 が あろ う。

つ ぎに従 来 よ カコン システ ンシー判定 に用 い られ た性質 を列 挙 して． 易桝 性判 定 に対 しての有

効さにつ い て考察 す る ことにす る。

（‘） 砕 易 性

この性質 は整 地作業 の巧 拙 に関 係 し播稽 床 の整備 の うえで 重要 と考 え られ る。 この測定 は山 中

1 4）
のぃ う連 結度 把 エつて 測定 で きる。

（り 圧 入 力（ 硬度， 針入力 ）

この鰭 榊 ・旭 機械導入の可否の媚 に必要である○山中14）の考察した頚 髄 針は簡

便で あ るが， か もに土 壌 断面 削定用 で あるの で， 士 層 内部 ま で連 続 的 に測 られ を い不利 が ある。

コー ンペネ トロメー クは士 屑全 層用 に用 い られ る。

土壌硬度と機械の導入 可否 につぃて，各種の測定器 を用いた結果 で払 測定器間の値が乱れ

相互 に臓 でき帥 としてぃる 15）0 これ を武一 4 に示ナ0

宏 一 4 圧 入 抵 抗 （ f転 ／c遥） と作 業 の 耗 易

〔 注〕

（1） 」、 塑 円 錐
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ト） 粘 着 力

凝集力（ C o b e s 土0 工り ，付着 力（A d b 8 S 土0 工り は虚器具 の作業能率， 作業巧拙 に関係 する

ので， この測 定 は 必要 で あ る。
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士 域を粘性体 とみ な して・ 各種の粘度測定器が考案されているが・ 現地 の土壌条件 に適応 した

方法 お よび測定 成 績 は凌 か不 十分 の よ うに思 わ れ る0 た とえば・ 水 田用 と畑 地用 の諷 定温 自然

構造土壌 を対象 とした測定方払 測定値と現地 での機械作業 との関係 が明確で 帥 ので一 これ ら

の検討 の必要 が残 されてい る○

（d） セ ン 断 強 度

この 強度 は農具 に よるセ ン断 の強 尊 敬 ロる うえ で有効 で あろ う0 従 来用 い られ てぃ る直 接 セ ソ

装置 を実 際 の農 具 の機 構 に近 づけ る こ とに よカ， よカ実 際白紙 関連 がえ られ る もの と考 え られ

土木工学的 よ少農 学的な装置，方法の開発 が望 まれる。

4． 構 造 か らみ た易桝 性

さ きに述 べた ように．柄 造 が易 耕 性 に関連 す る もの と して， つ きFの項 目が あげ られ る。

（1） 粒 団 の粒 径 別 分 布

粒 団 に～ヱ． ユg g r e g a 七e 。 C r u 皿ち C l o d ． G r a コu l 丘 を 含 む 。

（2 ） 了L ∴こ（つ 三言 と ここ

お もに非 毛管 孔 接 の去 が易 耕 性 に関 係 す る とす る もの が多 h 。

こゝで 社 団 お ご につ h て ふ れ る と， ア メ リカ土 壌 学会 で採択 した ものは． つ き’の エ うで あ る。

カツコ内 は詰 寄 の訳

A g g ご e g a 七 e （ 粒 団 ） ： c o n p o ‾じコ d  p a r 七 i G l e  o f  s o 土 1

C  r u Ⅷ b

C l o d（土塊 ）：

G r a T］u l e

R O tエコ d e d  p o r o u s  a g g r e g a 七 e  u p 七 0 1 0 m 皿 土 コ

d l a n e 七 e r

⊥u 皿 p  O f  s o 土 1 m a 七 e r i a ユ

F r i a b ユ e  r o u I コ d e d  a g g r e g a 七 e  o f  l r r e g u l a r

S h a p e lユ p 七 0 1 0 m m  i コ 已 三 a n e 七 e r

わ が国 に おい て ほ・ この 上 うな粒 団 の分類 はをい が，粒 団 の粒 径別 分布 と同 時 に， 粒 団 の質 が

構造 に及 ♂晋す影響 が大 きい。

粒 団化 量 と飽 これ と孔 牒 の畳 と質 とは互 に関 連 してぃ る もので あるが， 易耕 性 へ の関与 をみ

ると， 前者 は コン シス テン シ ー を通 して土 壌桝作 に，後 者 は構 造 を通 して植 物 生育 に 関係 がふ か

ぃもの と思 われ る。

菜園 14）は弼 （ 固か 液朴 気相 ）の組合せの状態を 5相構造 として提案 し 構造上の重要

を性 質 で あ る と してぃ るれ これは h まのべ た 両者 の綜 合 した性 質 をみ る うえで有 効 で ある と考

・－2 0 －



えられ る。

壇 た。 構 造 の綜合 的 な F a b r L o をみ るに 古も S c b o f L e ユd の P F 一表 示法 も有効 を手 段で

ある と考 え られ る 。

構造が稚物生育 に関す る易耕性 に関係 する面は，

（1） 土 壌通 気 が十 分 に 行 を われ る こと

（2） 有 効水 分 を適当量 ふ くむ こ と。

（3） 頼 の伸 長 に対 して土壌 の機 械 的抵抗 が 小 さh こ と1

の5 つ で あろ う。

とれ らの 5 つ の項 目を綜合 的に一 つ の測定 項 目で判 定 す る ことは で きなぃ ので． 各 々 につ いて

激足 す る必要 が ある。現 包 有効 と考 え られ てい る方法 につ い て述 べ る と， つ ぎ の とか カで ある。

←） 粒 団 の 粒 径 別 分 布

水 中鮪別法 に よる耐水 性粒 団 の測 定 が 上ぃ と考 え られ る。 耐 水性粒 団 は構造 の基 本単 位 とみ を

され， また実 験 の再 現 性 が よい。

これの分布 把よつて， 土堤通 気 有効水分量（ 毛管水 ）， 根 の伸長培抗のかお エその推定が可

能と を る。

（り P F － 水 分 曲 線

p ア ロエ少 しお れ点 ま での p F －水 分 曲線 ¢も 孔 隙 の大 き苫 と畳 を知 る ことが で き， 通 気性

保水 力 の判定 が 可能 で あ る。 この 曲細 に 上つ て非 毛管孔 隙畳 も算 出さ れ る ので， きわ めて有 効 を

も の と 目 さ れ る。

p F 測定桝 寺沢 15）が くわし く述 べているので省略する。

（亡） 非 毛 管 孔 隙 量

この畳は通 気性の目安 として用ぃ られ 圃場容水量 以下の低 p エーの孔勝 て そ の p F 倍には定

説 が なh 。 多 くの研 究 者 の値 を示 す と，

3 a V er  p F

名

下

下

尾

椎

真

木

松

の

乃

の

の

慧慧8）
R I c h a r d ら20）

p F

p F
p 万1

p F

p F

p F

1 ．5 ～ 2 ．ロ

1 ．5 ～ 2 ．ロ

イ． 7

2 ．ロ・－ 5 ．D （ 三 ＝ 2 ．7 ）

2 ．4 2

1 ．5

1 ． 7 ← ｝ 2 ． ロ
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c 0 1 皿 a コ 2 D ） ： p F 2 ，5

非毛管孔隙量は易耕性判定 の重要な指標 となるので，その測定はぜひ必要 である。 しかし これ

はあ くま で量的 な もので， 機 械的 を面 を確 実 に把 達 す るた めに は， それ の通 気性 測定 が望 ま しし㌔

孔隙 の激定につ h ては箱石 21）の記述が くれ h o

（♂） 通 気 性

非 毛管 孔 隙の孔 径 分布 孔 隙 の適格 性 な ど の綜 合的 な機 能 と して衣 われ る もので あ るか ら， こ

の渕 走 が望 まれ るが， 自然構 造 の土 壌 に適 した 測定法 が確 立 して ぃ なぃ うらみが あ る。

土城中の空気の淘 は拡散 に基 づ くことが多h ので，空 気組成 を測定す る方法が 上ぃと考え ら

れる。

（一） 有 効 水 分 量

この量は植物に生理的水分 を供給ナる能力判定 に有効 である。 その水分保持の張力範囲の下限

は圃場容水量 を当 てるべきであろ う。 な私 有効水分 の張力領域 内の水分の有効度につぃて，論

争が行なわれたが 22），有効水納 一効果説（V e山 m 叩 e r，I s r a e l s o q Ⅶa d sv o r 七b

a n d Daち丑Oyコセ○工〕）は否定され，不均一効果説（いエコdegard王ILeV土s，Mar七iq

A ユd r i o 上L 。F u r r o でa y ユ0 ち D a v i s ） を正 しい とす る意見 が多 い。 これ らの論 争 の基 く点

は． 水 の伝 達（ 毛 管伝 導 速度 ）の相違 に よる もの と考 え られ ．水 の伝導 度 の重要性 が認 識 され る。

レ） 透 水 性

降雨の急速 な下層への浸透 は耕地 の必要条件で ある。 自然構造土塊 につぃて，上層 の配列 を考

慮に入 れ て測 定 ナ る ことが望 まれ る。

5． 農 林省 の諸 事 業 に採 用 され てい る易耕 性 の 尺度

農林 省 では土壌 関係 の事 業 を行 をつ てぃ るが， 易耕 性関係 の判 定 項 目をあげ る と， つ ぎの よ う

である。 郎 、，この判定項 目棚 土壌 の生産加 関す る研究 8㌔堪 建 とをつてぃる。

（1） 桝 耗 の 難 易

つ ぎの 5 つ の項 目に エつて綜 合 的に判 定 す る。

① 安土 の士性

ー2 2－－

区　 分 士　　　　　　　 性 要因強度

租 ち　 1 8，　 S ㍉　 F S L 1

中 ち　 S 土㍉　 S C！㍉　 O L．S 土C 工」，　 S C 2

細　 主　 L まq s 土q　 H C 5



〔荘〕 要因強度は 1 の方が阻害が少 なh

⑧ 表 土 の 粘 着 性

湿潤時の士屯の農具 に対する粘着 の度合 を感覚 によつて判断する0

（ 勤 安土 の風乾土の硬 さ

（ 2） 土 地 の 乾 湿

透水性．保水性 湿潤度 よカ判定する。

① 透 水 性

と でゝぃう透水性 と吼 士瑞 の通気 通水能力を示 す指標で， 土n f i l 七 r a 七 土 O q  p e r o O

ユa 七ま○コ， p e r m e a h l l i 七y などの諸性 質 を内包 す る もの で ある。適 確 な測 定 法は研 究 中で

あるので， さし当 力山中式注入塩 M u S g r a u e 法 を遠宣使用 し 全土層状態（ 士性，構造，

孔推 な ど・）を考 癒 して 綜合 的把判定 する。

（塾 保 水 性

こ でゝいう保水性 は有効水分保持能を示す意味で ，

安土 および次層土壌の圃場容水量（ p F l．5 ）とシオ

レ係数（ p F 4．2 ）の差か ら判定す る。

・ － 2 5 － 一

区　　　 分 要　 因　 強　 度

を し一帯 1

中 2

強 5

区　　　 分 要 因 強 度

軟 （2 ）

やや硬 1

硬 ＝2

非 常に硬一極硬 5

区　 分 区　 分　 強　 度

大 1

中 2

小 5

区　 分・
p ＝ 5 － p F 4・2 （水 C C／ 1 0 0 c c 士 ）

要因強度

大 2　 0　　 以 」二 1

中 2　 0 ～ 1 0 2

小 1 0　 以 下

．r

5



⑨ 湿 潤 慶

一時的 な水分状態 でな く，年間の支的水分状態 を，土壌断面 の水 の影響 をうけてぃる程度 から

判定する。つ ぎの 4 区分 に分け る（ カツコ内の数字は要因強度 ）。（詳細は省略 ）

乾～半乾（21 半湿（1），湿（2），多感 3）

以 上 の 上 うに，易 耕 性 の判 定 は儀 一 した計 器 に よ らず ，ま た感覚 に依 存す る ことが 多 く． この

面の研 究の必要性 を痛感 する。

d． お わ り に

易 耕 性 に つ しへて述 べ る把 あた つて， わが国 に か ける研 究 成績 が あ ま カ多 くをh の で， 主 観 的 に

記述せ ざるをえなかつた。 こん こ 易餅性をは じめ，土壌 の物理性の研 究方向 統一 的な測定方

法の検 討 とそ の決 定． 恐 た用 語 の統一 ， など につ い て， 本 研 究会 に おぃて検 討 す る こ とを熱望 す

る 。

引 用 分 献
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G r o V 七 h ， 5 9 7 （ 1 9 2 7 ）
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1 4 ） 山中金次郎 ： 土壌 のコンシステンシーの測定法 ，士堤の物理性 ，升 1 1～ 1 2 合併号
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2 5 ） 箱石 正 ： 土吸孔 隙の謝定法 につぃて ，土壌の物敵性 ，升 1 トー1 2 合併号

4 7～ 5 占 （ 1 9 d 5 ）

2 4 ）、玉井虎太郎 ： 土壌 有効水 の性格 と畑 地かんがh ，畑地かんがh ，N9．1 5 ，d～ 1 1

（ 昭和 5 4 年 5 月）
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